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1．Xe－133吸入・SPECT法による脳血流年齢分布に

　　ついて
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　脳梗塞を併発した2例ではcrossed　cerebellar　dias・

chisisが観察されたが，他の5例では観察されなかった．

　術前術後の比較により，脳血流の変化を把握すること

ができた．本検査法は，モヤモヤ病の脳血流動態の観察

に有効である．

　Ring型SPECT（HEADTOME）を用い，　Xe－133吸

入法により，脳血管障害および痴呆や分裂病，てんかん

等の精神疾患の局所脳血流測定を行っている．そのRef－

erenceとすべき健常者の脳血流を測定し，年齢分布を

作成した．対象は，1．3～77歳の55例．幼児，小児など

一部には，てんかんやAVMの疑いで検査をしたが，

結果的に異常がなかった者も含まれる．他は，職員，学

生，ゲートボールチーム等，きわめて健康な者を対象と

した．測定中の呼気終末炭酸ガス濃度，およびそれに対

応してPaCO2もマウスピース呼吸により大きく変動す

るので，その変動に伴う脳血流の補正を行った．

　脳血流の年齢分布は，30歳を境とする2相性となっ

た，30歳未満では加齢とともに脳血流は急峻に低下し

た（Y－－1．3X十89，r＝－0．87）．30歳以上では，加齢

に伴う脳血流の減小はゆるやかで（Y＝－0．17X＋58，

r－0．57）その平均値は50．3　ml／lOO　9・minであった．

2．モヤモヤ病における1・1231MP脳血流シンチの臨

　　床的意義
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　7歳～14歳の小児モヤモヤ病と58歳，46歳の成人モ

ヤモヤ病の7例に対して1－1231MP脳血流シンチを施

行した．5例はEGS手術またはEMS手術前後で比較

した．

　1－1231MP脳血流シンチによりモヤモヤ病の低血流領

域が明瞭に示された．

　モヤモヤ病の特徴として大脳皮質の不均等な血流分布

と基底核の低血流がみられた．

3．99mTc・HM・PAO－SPECTの定量化の試み
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　脳血流イメージング剤として注目をあびている99皿Tc

ラベルのHM－PAO（hexamethylpropyleneamine　oxime）

のイメージをPETのCBFを基準として補正したので

報告する．

　対象は正常と脳血管障害の計15例で99mTc－HM－PAO

20mCi静注5分後から撮影，　PETはC1502のsteady

state法である．

　補正法は脂溶性のHM－PAOが脳組織でmicrosphere

的にtrapされる過程を3compartment　mode1で成立す

るとして，またextractionが脳内どこでも一定であると

すれば相対的な組織濃度と相対的な血流量の間には次の

ような式：f／fr－（α×C／Cr）／（1＋α一C／Cr）が成立する

ことにもとついている．これによって補正されたHM－

PAOは高血流域での飽和が改善され，　PETのCBFと

直線関係になり良い相関が得られた．以上の結果から，

133Xeクリアランス法のような全脳平均値がわかれば

99mTc－HM－PAOのイメージから絶対値の算出が可能で

あり，全体的な血流量の低下などの評価に役立つ．

4．脳腫瘍の血管反応性一ポジトロンCTによる検討
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脳腫瘍の血管反応性について，ポジトロンCTにより
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